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麻黄附子細辛湯の 抗咽頭炎作用成分 に関する研究
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　【目的】麻黄附子細辛湯 （TJ−　127 ）は麻黄、 細辛及 び修治 ブ シ末の 三 味か らなる漢方処 方

で 、 感冒または気管支炎等の 炎症性疾患に広 く用い られて い る。なかで も
“

の どチ クかぜ
”

とい われ る感 冒の 咽頭痛に対 して は臨床に おい て 汎用されて お り、既存の 総合感冒薬よ り

も改善効果が高い とい う報告例 もあ る
1）

。 これ まで我々は TJ−127 の ラ ッ トカプサ イシ ン

誘発咽頭炎モ デル に対 する作用を検討 し、 0．591kg 及び 1．Og！kg 投与におい て 有意に 咽

頭 炎を抑制す る こ とを報告 して きた
z）

。 カ プサ イシ ンは一
次知覚神経 に作用 して サブ ス タ

ン ス P を遊離促進 させ 炎症疼痛 を惹起 させ る物質と して知 られて お り、TJ−127 は 本モ デ

ル におい て サ ブ ス タ ンス P に関与するこ とで 咽頭炎症痛 を軽減させ る と推察され る 。 本研

究で は 、 上記咽頭炎モ デル を用い 、 咽頭粘膜 中の血管透過性亢進を指標に TJ−127 の有効

成分の 探索 を行 っ た。

【実験方法 】薬効評価は Yamabe らの 方法
3）

に準 じて 行 っ た 。 すなわち 、 ウ レタン麻酔

下 （291kg ）SD 系雄性ラ ヅ ト （6W ）に エ バ ン ス ブ ル ー （30mg ！kg）を尾静脈注射 し 、 10

分後咽頭粘膜 に カプ サイシ ン （0．3mM ）を塗布後、さらに 30 分後に 再度塗布 した 。 そ の

30 分後に咽頭粘膜 を摘出し 、

一
晩ホル ム ア ミ ド （55℃ ）で 抽出 し、 620nm におけ る吸光

度を測定 した。 被検物質は TJ−127 エ キス 粉末 、 構成生薬エ キ ス 粉来 を用い 、用量は TJ−　127

1．Og／kg 及 び配合量 （麻 黄 0．591　kg、細辛 0．37591　kg 修治 ブシ末 0．12591　kg）を基本と

し 、 分画収率、単離収率 に応 じて 設定 した 。

【結果 】TJ−127 を 80％エ タ ノ
ー

ル 沈殿画分 と濾液 に 分離後 、 濾液をダイア イオ ン HP20

を用い 水溶出部 、 50％ メ タノール 溶 出部、メタノ
ー

ル溶出部及び ア セ トン 溶 出部 に分画 し

た。 これ らに つ い て作用 を検討 したとこ ろ 、 50％ メ タノ ール 溶出部及び 水溶出部に作用が

認め られた 。 また、麻黄 、細辛及 び修治ブ シ 末の うち 、 麻黄の みが 有意な作用 を示 し 、 麻

黄分画のなかで もダ イア イオン HP20 の 50％メ タノ
ー

ル 溶出部に顕著な作用が確認された。

本溶出部に つ い て 活性 を指標に分画を進め た結果、1・ephedrine （10．3　mg ！kg ）及び d −

pseudoephedrine （3．3　mg ！kg）に 咽頭炎抑制作用が認め られた。

【結論 】TJ−　127 の 咽頭 炎抑制及び 咽頭痛軽減作用は主 に麻黄 ア ル カ ロ イ ドに起因 するこ

とが示唆された 。
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